山形県卓越技能者等表彰推薦基準要領
山形県卓越技能者等表彰要綱（平成18年4月24日施行。以下「要綱」という。）に基づく表彰の推薦に関し必要な事項を下表のとおり定める。
	要綱規定
	推薦基準等

	第3条第1項第1号イ
「卓越した技能を有する者」
	次のいずれにも該当する者。
(1) 全国規模の競技大会で入賞経験がある者、全国規模の業界団体から技能に係る表彰や資格認定（全技連マイスター、伝統工芸士等）を受けた者又は特に高度な技能（第一人者、新技法考案等）を有する者。
(2) 技能検定職種にあっては、原則１級以上を取得している者。
(3) 所在市町村で類似の技能表彰制度がある場合、当該表彰を受けている者。

	第3条第1項第1号ロ
「技能を通して労働者の福祉の増進及び産業の発展に寄与した者」
	次のいずれかに該当する者。
(1) 業界団体の役員として、産業発展に貢献した者。
(2) ものづくりマイスター、技能検定員その他公的な委員・指導員等として、後進の指導育成に貢献した者。

(3) その他の社会貢献活動により、業界の発展に大きく貢献した者。

	第3条第1項第2号イ

「卓越技能者」
	表彰年度の６月１日現在において、卓越した技能者（現代の名工）として表彰されたことがある者

	第3条第1項第2号ロ

「技能者の育成と技能継承を積極的に行い、他の模範と認められる」
	表彰年度の６月１日現在において、地域や業界における技能の継承に関し、通算して10年以上の貢献があり、かつ、他の模範と認められること

	第3条第3項第1号イ
「技能グランプリ若しくは技能五輪全国大会において銅賞以上※を受賞した者、又は若年者ものづくり競技大会において一位を受賞した者」
	※銅賞以上

銅賞以上を複数回受賞した場合は、前回より上位の賞を受賞した場合のみ、複数表彰を可とする。ただし、金賞の場合は、受賞のたび表彰を可とする。

	第3条第3項第2号イ
「表彰が行われる日において、技能グランプリ、技能五輪全国大会及び若年者ものづくり競技大会出場のため、通算して10年以上指導※し、かつ、顕著な功績があったと認められる者」
	※10年以上指導
複数の事業所が参加する合同練習会等において、延べ10年以上にわたって指導し、表彰年度において現に指導した者。

	第3条第3項第3号イ

「表彰が行われる日において、技能グランプリ、技能五輪全国大会及び若年者ものづくり競技大会出場のため、通算して10年以上指導※し、かつ、顕著な功績があったと認められる事業所又は団体」
	※10年以上指導
複数の事業所が参加する合同練習会等において、延べ10年以上にわたって指導し、表彰年度において現に指導した事業所又は業界団体。

	第3条第3項第3号ロ
「表彰が行われる日において、技能五輪全国大会において3回連続※1若しくは通算10回以上※2選手を出場させた団体」
	※1（3回連続）
平成28年度の山形大会以降、3回連続して出場させた事業所（教育・訓練機関を除く。以下同じ。）で、表彰年度において現に選手を出場させた事業所。（表彰の翌年度以降、更に連続3回出場させた場合は複数表彰を可とする。）

※2（10回以上）
平成10年度以降、延べ10回以上選手を出場させた事業所。（複数表彰は不可とする。）


